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 2003 年８月以降、都立の大学をめぐる動きは大きく変わってきました。東京都の大学管

理本部は、これまで都立大学と大学管理本部との間で積み重ねてきた議論や合意を一方的

に破棄し、「新しいタイプの大学づくり」を強行に進めようとしています。 

 私たちは、現在のような「大学改革」の進め方に、都民として強い憤りを感じています。

このように強引で非民主的な「改革」の進め方に、私たちは反対します。 

 もちろん私たちは、都立の大学が、現状のままでよいと考えているわけではありません。

改革のプロセスがもっと都民に開かれること、その中で都民の声に大学は誠実に耳を傾け

て欲しいという思いを持っています。 

 しかし現在進められている「改革」は、「都民の声」を口実に進められながら、その実都

民の声を全く無視して進められています。都立の大学に対する本当の「都民の声」はどの

ようなものなのか、そのことを私たちは、様々な立場の都民と共に丁寧に考えていきたい

と思います。そのためにも、現在の東京都による一方的な「改革」を押しとどめる必要が

あります。 

 私たちは、都立の大学に、将来に対する様々な不安を抱えながらも、学問研究への取り

組みを通じて社会に貢献しようとしている教員や院生、あるいは大学での学びを通じて自

分自身の生き方を模索しようとしている学生、毎日の事務作業を通じて大学を支えている

職員がいることも知っています。彼らはそれぞれの立場から、都立の大学を守るために様々

な取り組みをしています。私たちはこのような取り組みを大学の外から応援していくとと

もに、都民として率直に現在の大学に対する意見・要望を伝え、都立の大学を真に「都民

のための大学」とするための取り組みを進めていきたいと考えています。 

 

１．名称「都立の大学を考える都民の会」 
 ※ 名称については、働きかけの対象が東京都であることから「都民」としますが、取

り組みへの参加は、都民に限らず、広く呼びかけていくこととします。 

 

２．目標と課題 
 ① 私たちは東京都による強引で一方的な大学改革の進め方に反対し、都立の大学を「都

民のための大学」にするための取り組み／議論を進めていきます。 

 ② 私たちは当面、都立の新しい大学が以下の点を大学の基本的な姿勢として尊重する

ことを求めます。 



＊「短期大学夜間部・都立大学Ｂ類等などがこれまで積み重ねてきた、社会人・勤労学

生・経済的に困難を抱える青年・学生の学ぶ権利を保障する取り組みを継承・発展さ

せること」 

＊「都立の大学がこれまで積み重ねてきた学問的な到達を尊重し、多様学問分野での真

理探究の営みを通じて広く都民に貢献すること」 

＊「民主的な合意形成を尊重し、学生・院生・教職員等各構成員の要望・声を大学運営

にきちんと反映させること、またカリキュラムなど教育課程の編成や大学教育のあり

方について学生・院生の意見を尊重すること」 

＊「父母・都民（市民）に対して積極的に情報公開を行い、父母・都民から大学に寄せ

られた声・期待に誠実に耳を傾けること」 

 

３．都民の会の組織 
＊ 都民の会は、呼びかけ文に賛同するメンバーで構成する。 

＊ 呼びかけ人代表をおく。 

＊ 世話人会をおく。世話人会は、会の活動内容と運営について、必要に応じて協議する。 

＊ 事務局をおく。事務局は、ＨＰ維持管理、名簿管理、ニュース発送、資金管理を担う。 

 

４．活動期間 
 当面、今年度（2004 年３月）いっぱいとし、その後については、今年度末に総会を開催

し改めて話し合う。 

 

５．賛同費 
(1) 個人参加はカンパ（１口千円、学生１口 500 円何口でも可） 

(2) 組織参加は入会費（１口１万円何口でも可） 

※ カンパは、都民の会としての活動費用、及び、事務局維持管理費用（ＨＰ維持実務、

名簿管理、ニュース編集発送、資金管理などの作業に対する謝金）にあてる。 

 

６．行動提起 
＊ 呼びかけ人の組織化、及び、陳情・誓願などの活動・「都民の声」を届けるための集

会、懇談会活動 

＊ 情報公開請求活動 

＊ その他、大学当事者による諸活動への協力、支援 

 

会のホームページ http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Lounge/3113/index.html 

メールアドレス  ganbare_toritudai@yahoo.co.jp 

 


